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幹部メッセージ

チャレンジ・学ぶ・伝える

地球温暖化対策の推進で、脱炭素化を企業経営に取り組む社会の動きは、日々進展しておりエネルギー

の需給構造が変わってきています。

当社はこれまで生業としてきた、化石燃料による大型発電所の建設工事及びメンテナンスを中心とした

体制から脱皮し、九州域外のお客さま及び再生可能エネルギーや水素・アンモニア等の次世代エネルギー

を取り扱うお客さまなどの案件にチャレンジしていくことが求められています。このような中、エネルギー

産業の一翼を担う企業として、全社員が毎朝唱和している社憲の「開拓精神」を実行に移し、これまで

培ってきた技術、情熱、使命感を今まで以上に発揮していく必要があります。

それらを踏まえ、事業領域の拡大を目指し、下関バイオマス発電所及び唐津・鎮西ウィンドファーム

の陸上風力発電所の EPC 工事、関東の清掃センター改修工事等の九州外における案件にチャレンジすると

ともに、新規事業の開拓に向け、準備を行ってきました。

これらの動きをより本格化させるため、7月に大規模な組織改正を行い、各本部へ営業・積算・設計を

配置し、スピード感をもって業務が遂行できる体制を構築しました。

また、新たに「事業開発本部」「プラント保全部」「エンジニアリング部」を設置し、新規事業の開拓

及び販路拡大にチャレンジする土台を整え、時代の変化に対応できるようになりました。

これからは、各部門が他部門の業務へ感心を持ち、互いを認め合い、協調することで、営業から施工まで

一体となって成果をあげることができると信じています。

下関バイオマス発電所の建設工事では、当社が不慣れな EPC 契約書の作成から事業者や関係官庁との

協議など、種々様々な業務があり大きなチャレンジとなりました。

その間、事業者及び設備メーカー等の皆さまからご支援をいただきながら、契約締結から営業運転に

至るまでの約 6年間で培った経験や学んだことは多岐にわたり、当社の財産となりました。

今回のような EPC 工事は、長期間を要し、携わる社員も限られてくることから、経験と技術を継承する

ことが難しいですが、いかにこれらを後進に伝えていくかが今後の課題です。現在、業務フローのポイント

整理、実際に経験した社員の記憶を「記録」として残す作業、問題や課題を抽出するための振り返りを実施し、

手引きとなる資料の作成に取り組んでいます。次なるチャレンジに活かすため、約 6年間で得られた貴重

なノウハウや蓄積された学びのデータをもとに、わかりやすく、使いやすい手引きとマニュアルを作成し、

多くの社員に経験や技術を継承していきたいと考えています。

各所においても色々なことにチャレンジされていると思いますが、「学び・伝える」環境を作り、社員

一人ひとりが持つ「開拓精神」に火をつけ、管理職が背中を押して、エネルギー情勢が変わるこの時代の

波に乗っていきましょう。

ご安全に !!

上席執行役員
プラント本部副本部長

 田中 正一

当社は、福岡市が推進している、福岡市水素ステーション（以下「水素ステーション」）
の機能強化を図るとともに、水素普及に向けた活動を共同で実施することを目的とした、
有限責任事業組合　福岡市グリーン水素活用推進協議会（以下、「協議会」）に加入しま
した。
協議会の加入企業は当社を含め、西部ガス㈱、㈱正興電機製作所、豊田通商㈱、
三菱化工機㈱の 5社です。
当社が協議会に加入した目的は、水素事業に参入し、福岡市をはじめ、協議会の加入
企業の皆さま及び水素研究に知見のある、九州大学との連携を図りながら、水素社会の
実現に取り組むためです。
福岡市は 2015 年から、市民の生活排水を処理する過程で発生するバイオガスからメタンを取り出し、化学反応させて水素を
つくり、燃料電池自動車（FCV）へ供給する、水素ステーションの運営を産学官で取り組んでいます。
この度、カーボンニュートラルの実現に向けた水素普及促進を目指して、設備を国から福岡市に移管し、9月 26日から協議会
にて水素ステーションの運営を再開しています。
これに先立ち、8月29日に福岡市役所で共同記者会見が開催され、会見には福岡市の高島市長をはじめ、加入企業及び九州大学
の代表者が出席し、当社からは佐々木社長が出席しました。
当社は協議会での活動を通じ、脱炭素化に資する水素社会の実現に貢献していきます。

事業開発本部

※�写真とイラスト等は福岡市及び九州大学並びに
協議会に加入する企業から掲載許可をいただいて
います。

▲�福岡市中央区荒津にある水素ステーション

－水素ステーション関連事業への参入－
福岡市グリーン水素活用推進協議会へ加入

人にも環境にも、やさしい。
水素リーダー都市の
未来予想図※。
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▲�福岡市役所での共同記者会見（中央が高島市長、左から1人目が佐々木社長）

▲水素リーダー都市の未来予想図


